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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜連絡事項＞

・ネームカード購入希望について

ネームカードが磁気不良などで破損している方は、１２／３０（金）までに庶務指定のファイルに職員番号・氏名・ふりがな・職種・購入理由を入力して下さい。

【購入希望一覧ファイル場所】

ＷＩＺ→みんなの共有→庶務室→ネームカード発注希望→ネームカード発注希望者一覧

・皮膚科、精神科定期処方一元化実施について

１２／２８（水）より、精神科と皮膚科の定期処方箋を一元化する事となりました。

①皮膚科処方『継続』は連絡不要

②皮膚科処方『追加』は臨時処方で追加（以後定期か飲み切り中止かの確認を取る）

③皮膚科処方『中止』は次週水曜日から中止の指示を貰う（指示受け者が責任を持って処方箋に反映させる）

④『中止』の際は、処方箋が医師のデスク又は薬局にあるので皮膚科医師の指示を朱書、精神科主治医から訂正（確認）印を貰う

⑤服薬途中で皮膚科薬を中止する際は、通常のように中止箋処理が必要となる（皮膚科医師から中止された薬以外の継続処方を作成して貰う必要がある）

⑥皮膚科医師から継続処方を作成して貰う際は、看護師の代筆でも可能だが最後に精神科主治医の確認印が必要

⑦精神科主治医が皮膚科薬を中止する際は、中止した旨を皮膚科医師へ連絡する

・心電図検査延期について

１２／２２（木）に実施する予定だった心電図検査は、検査技師不在のため１２／２９（木）午後へ延期の予定となります。実施患者様の変更等はありません。

・安全管理対策委員会より

レストラン付き添い等で嚥下状態が低下している方や誤嚥の可能性がある方をピックアップし、詰まらせ、誤嚥等の事故防止に努めて行きましょう。

【現在、誤嚥等の可能性がある患者様】

浅野　秀子様・小笠原　禮子様・中居　松男様・中野渡　鉄男様・平　勝利様

滝澤　久江様・三上　勇様・岡田　石子様・古川　富蔵様

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　雄一様～１２／２３（金）に妹様が面会予定となっていますので、来院された際はカルテの看護計画欄に家族の希望が記載されていない為、ご家族の今後の希望の確認や受け持ち担当スタッフから伝えたい内容を確認し伝達しましょう。

前回の診察にて、本人より「障害厚生年金から老齢厚生年金に切り替えた」とあり事実確認をしています。平成２３年より老齢年金（２３万円程／２ヶ月）を受給しています。次回診察の際に主治医へ情報提供しましょう。

・布施　邦雄様～スタッフへ「電卓を処分して欲しい」と訴える事があります。作動確認していますが、機能に問題はないためご家族へ返却しましょう。また、「これは私のではない」とエコバッグを持ってくる事がありましたので、こちらもご家族に確認し返却しましょう。

本日、下痢便の訴え聞かれトイレ出入りが多く見られています。排便状況の観察、体調確認を行いましょう。

・浅野　秀子様～本日の昼食にて麺類が提供された際、「麺をキザミにして欲しい」と訴え聞かれていますが、病棟へ戻ると「そのままで良い」と訴えの内容が次々と変わっている為、様子観察していく事とします。現在は、嚥下状態に問題なく摂取する事が出来ているが、使用時の疼痛を訴え下の義歯を使用せず食事摂取されていますので、継続して誤嚥・詰め込みに注意し観察していきましょう。

＜呂Ｄｒ　診察＞

五日市　規様・平　勝利様・伊藤　雄一様・田名部　浩平様・田野端　忠夫様の５名、診察をしています。

＜皮膚科診察＞

・浅野　秀子様～皮膚状態改善の為、本日で終了となっています。

＜服薬自己管理評価・検討＞

・服薬後、チェック表の記載忘れが目立っています。チェック忘れの無いよう声掛け、必要性を説明して行きましょう。

・臨時薬処方があった際、忘薬の可能性が高くなりますので忘薬の無いよう注意して行きましょう。

・中野渡鉄男様の自己服薬管理について

以前、主治医より自己服薬管理について促されていましたが本人より消極的な意見が聞かれていました。自己服薬管理について再度、本人へ促して行く事とします。

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・上村　みわ様～幻聴、妄想に左右された言動聞かれ「身長が伸びる」「あさって退院なんだ」と話す事があります。午前の作業療法は幻聴に左右された言動あり、顔出しのみ行っています。以後、臥床傾向見られていますので現実検討促し、所在確認をこまめに行いましょう。

１２／２３（金）にご家族が面会予定となっています。面会の際は、保護者の兄様が亡くなっている為、兄様に代わる保護者についての確認をして下さい。

・稲垣　恵利子様～独語や空笑目立たず経過しています。表情の冴えなさは若干ありますが、幻聴・妄想に左右された言動も見られていません。引き続き、精神状態の観察・所在確認もこまめに行いましょう。

・浅野　秀子様～トイレ出入りの多さがやや見られています。表情にゆとりがなく、待つ事がで出来ない事もあります。昨日の夕方、他者を怒鳴る事がありましたが以後、同行動はなく落ち着いて経過しています。イライラ感の有無を確認し、適宜対応して行きましょう。また、１２／２３（金）に医事から小遣いが届く事となっていますが、小遣い銭を気にしている様子がありますので、都度説明して行きましょう。小遣いが届き次第、本人へ５，０００円を渡す事としています。

本日、妹様の面会あり、夜間の睡眠不安定さあり臨時薬処方をして頂いている事、時折気分変動見られている事を情報提供しています。また、ご家族へ電話の頻度について確認をしており、「少し多いような気もする」「同じ内容（巾着袋を作った等…）を話す事がある」とあり、電話回数に関しては頻回となる場合はスタッフへ伝えて下さるとの事でした。本人に対しては、「前に比べ、変な口調もなく疎通も取れている」「一緒に住んだ事もないから冷たい態度を取ってしまっているのではないか」「本人の好きな物も分からない」と接し方について不安があるとの事でした。

＜安ヶ平Ｄｒ　ケースカンファ・診察＞

・三上　勇様～外出着へ着替え、「市役所に行く」と話す事があります。易怒性を示す事も行動化する事もありません。

診察：紙袋を持って診察室へ入室しています。主治医へ眼鏡屋のチラシを見せ「先生が眼鏡屋のチラシを見せて欲しいって言っていたから持ってきた」と話す事があります。主治医より現実検討促されるも、納得出来ていない様子あります。また、外出着に着替え市役所へ行くと話していた事について問われると「さぁ？何の用事かは分からない」と話しています。幻聴に左右された言動が見られていますので適宜、現実検討・所在確認をこまめに行いましょう。

・上村　みわ様～拒否なく診察を受ける事が出来ています。主治医へ「階段を昇る時、右膝が痛い」と訴えています。階段の昇降時の歩行状態を観察して行きましょう。また、「背が伸びると思って作業を休んで寝ていたけど伸びなかった。午後は伸びると思うから休む」「１２／２４の１４：３０に退院です」と幻聴・妄想に左右された言動聞かれています。適宜、現実検討促し所在確認をしましょう。

＜症例検討会＞

・田野端　忠夫様（７３）主：統合失調症　合：肺結核（完治）　任意入院　当院３回目

【キーパーソン】姪様：遠方に住む為、面会にはなかなか来られない状態である。

→兄弟は数ヶ月に１度面会をしている。

【入院の経緯】

高校卒業後、上京。就労していたが、昭和３９年１０月頃に妄想・幻聴に左右された粗暴行為・興奮状態出現。東京松沢病院へ入院、未治のまま帰郷している。昭和４０年２月１０日に当院に転医入院。入院中に肺結核あり国立療養所へ転入院し、肺結核治療終了し再入院。再度、肺炎と診断あり国立療養所へ入院。精神状態の欠陥固定あり、専門的治療要するため平成３年１１月２日に再入院となっている。主に拒薬や無為自閉状態、対人関係でのトラブルが見られていた。

【ご家族の希望】

保護者：久慈にいる為、近くの施設へ入所

兄　弟：入院継続希望

→保護者と兄弟の間で、上手く疎通が取れていない状態である。

【現在の問題点と改善点】

①挨拶・返答がない、コミュニケーション面

→時折、声掛けに対しての返答や挨拶がない。一方的に話し掛け、そのまま立ち去るなどコミュニケーション面での支援も必要。ＳＳＴを通して、日常生活に反映出来るよう支援する。

②服薬について

→現在、自己服薬管理を行っている。数ヶ月に１度のペースで忘薬する事がある為、服薬時の様子観察必要。

③身辺整理について

→飲み掛けのジュースをそのままベッド脇に保管する、ベッド周辺の乱雑さ等が見られるため適宜、指導・介入を要する。現在、チェック表を用いて身辺整理を行っているため、継続していく。

④早朝覚醒について

→早朝覚醒（２～３時頃の起床）あるも日課への支障は見られていない事、生活リズムとして確立されている事を考慮し、現状維持とする。本人へなるべく臥床、休息が取れるよう促していく事とする。

【今後、必要と考えられる支援】

・家族に、今後の意向について聴取し対応を統一する必要がある。現在、三浦ＳＷが久慈市にある施設を何件か探しているため、生活保護受給中でも入所可能な施設を絞り保護者へ情報提供していく。

・身辺整理面では現在チェック表を用いて身辺整理を行っているため、継続していく。それに伴い、ＡＤＬ面も現状維持出来るように支援していく。

・現在、肩痛や膝痛などの訴え聞かれ屯服薬服用中である。また冬になって来ている為、外出前後の体調確認をこまめに行う。






















